
令和 6年度前期日程入学試験問題 数学D の解答例

以下は計算方法や論述の一例です。

1

(1) (与式)= lim
n→∞

1

n

n∑
k=1

(
1− k

n

)2

=

∫ 1

0
(1− x)2dx =

∫ 1

0
(x− 1)2dx =

[
1

3
(x− 1)3

]1
0

=
1

3

(2) (i)

∫ π
4

0
sin5 x cosx dx =

[
1

6
sin6 x

]π
4

0

=
1

6
·
(

1√
2

)6

=
1

6
· 1
8
=

1

48

(ii)

∫ 2

1
x·2x−1dx =

1

2

∫ 2

1
x·2xdx =

1

2

{[
2x

log 2
· x

]2
1

− 1

log 2

∫ 2

1
2xdx

}
=

1

2

(
8− 2

log 2
− 1

(log 2)2
[2x]21

)

=
3

log 2
− 2

2(log 2)2
=

3 log 2− 1

(log 2)2

(3) f ′(x) =
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=
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かつ対数関数 log x は区間

x > 0 で増加するから, log x =
1

3
すなわち x = 3

√
e の前後で f ′(x) の符号が正から負に変化する。

したがって, x < 3
√
e のとき f(x) は増加, x > 3

√
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√
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をとる。

1



2

(1) m = 2, n = −1 のとき, 2m+ 3n = 2 · 2 + 3 · (−1) = 4− 3 = 1 が成り立つ。よって, 1 ∈ A であ
る。

(2)
A

B O C

θπ − θ

∠AOC = θ とおくと, |
−→
OA| cos(π − θ) = BO = 2 となる。よって,

−→
OA ·−→OC = |−→OA||−→OC| cos θ = −|−→OC||−→OA| cos(π − θ) = −5 · 2 = −10

(3) (i) 「x < −1 または x > 2」の否定は 「x ≧ −1 かつ x ≦ 2」であるから,

答えは P = {x | − 1 ≦ x ≦ 2} である。
(ii) P ⊂ Q ⇐⇒ Q ⊂ P であるから, Q ⊂ P が成り立つように, k のとりうる値の範囲を
考えればよい。(i) で述べたように, P は −1 ≦ x ≦ 2 を満たす x の集合である。一方, Q は
x2 − (k + 1)x + k = (x − 1)(x − k) ≦ 0 より, 1 と k の間 (1 と k の両方を含む) の数全体の集
合である。したがって, 1 と k が閉区間 [−1, 2] に含まれることが必要十分で, 1 は含まれるから,

−1 ≦ k ≦ 2 が答えである。

3
O

A BC
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(4) (3) の結果より 辺 OC と辺 AB は垂直であり, 三角形 OCB は BC=OC= 1 の直角二等辺三角形で

ある. よって, S =
1

2
·AB ·OC =

1

2
· 3 · 1 =

3

2
となる。
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(1) |z|7 = |z7| = 1 であり, |z| は正の数であるから, |z| = 1。よって, zz̄ = |z|2 = 12 = 1 が成り立つ。

(2) z7−1 = (z−1)(z6+z5+z4+z3+z2+z+1) = 0かつ z ̸=1より, z6+z5+z4+z3+z2+z+1 = 0

となる。

(3) (1) の計算結果より, z̄ =
1

z
が成り立つから, z6 = z7 · 1

z
= 1 · z̄ = z̄

(4) (3) で得られた等式 z6 = z̄ の両辺を z で割った後に
1

z
= z̄ を利用すると, z5 =

z̄

z
= z̄2。同様に

して, z4 = z̄3 を得る。これら３つの関係式を (2) で得られた等式に代入すると,

z̄ + z̄2+ z̄3+ z3 + z2 + z + 1 = 0

となる。さらに, z + z̄ = 2t を使えるように変形すると,

z3 + z̄3+ z2 + z̄2+ z + z̄ + 1 = 0

(z + z̄)3 − 3zz̄(z + z̄) + (z + z̄)2 − 2zz̄ + z + z̄ + 1 = 0

(2t)3 − 3 · 2t+ (2t)2 − 2 + 2t+ 1 = 0

8t3 + 4t2 − 4t− 1 = 0

を得る。よって, 2t3 + t2 − t =
1

4
となる。
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